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六
月
定
例
会
報
告

六
月
定
例
会
報
告

　
　
　
招
集　
6
月
18
日

　
　
　
会
期　
3
日
間

　
　
　
　
（
18
日
～
20
日
）

　

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①　

報
告
案
件
…
６
件

②　

議　
　

案
…
９
件

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
越
前
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

２
２
４
万
５
千
円

　

越
前
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
取
替
工
事
費

○（
越
前
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
引
用
し
て
い
る
規
定
が

変
更
さ
れ
る
た
め
改
正
を
行

な
う
も
の

○（
越
前
町
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
）

　

公
益
法
人
制
度
改
革
・
寄

附
金
税
制
・
固
定
資
産
税
・

証
券
税
制
等
の
改
正
に
伴
い

一
部
を
改
正
す
る
も
の

　
○
宮
崎
地
区
特
定
農
山
村
総

合
支
援
基
金
条
例
の
廃
止
に

つ
い
て　

○
平
成
20
年
度
越
前
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

２
億
９
，４
８
９
万
３
千
円

 

（
予
算
総
額
）

１
３
０
億
９
，４
８
３
万
８
千
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

補
助
金

 

（
越
前
熊
野
太
鼓
）

 

（
玉
川
区
防
災
会
）

○
集
会
施
設
改
修
工
事
費

 

（
白
浜
・
高
佐
地
区
）

○
第
40
回
福
井
県
民
間
保
育

園
大
会
補
助
金

○
丹
生
衛
生
管
理
組
合
解
散

に
伴
う
、
し
尿
処
理
施
設
等

解
体
敷
地
整
地
工
事
等

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

事
業
補
助
金

 

（
新
築
２
ヶ
所
・
改
築
２
ヶ

所
）

○
米
ノ
浦
漁
港
改
良
工
事
費

○
玉
川
漁
港
改
良
工
事
費

○
県
単
林
道
工
事
費
（
４
路

線
）

○
周
遊
バ
ス
運
行
委
託
料

○
越
前
陶
芸
村
整
備
工
事
費

○
町
道
改
良
工
事
費

 

（
乙
坂
気
比
庄
線
・
宝
泉
寺

グ
ラ
ウ
ン
ド
線
）

○
町
道
消
雪
設
備
工
事
費

 

（
窪
田
線
）

○
町
道
用
地
購
入
費

 

（
宝
泉
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
線
）

○
生
活
支
援
員
賃
金

○
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
補
助
金

○
平
成
20
年
度
越
前
町
老
人

保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
　

補
正
額

７
５
３
万
６
千
円

 

（
予
算
総
額
）　

２
億
３
，７
６
６
万
９
千
円

○
平
成
19
年
度
老
人
保
健
医

療
給
付
費
等
負
担
金
に
対
す

る
返
還
金

○
平
成
20
年
度
越
前
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
　

補
正
額

７
５
７
万
５
千
円

 

（
予
算
総
額
）　

９
億
８
，４
９
２
万
１
千
円

○
簡
易
水
道
施
設
改
良
工
事

費（
宮
崎
地
区
）

○
平
成
20
年
度
越
前
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

補
正
額

２
億
44
万
４
千
円

 

（
予
算
総
額
）　

12
億
２
，１
３
３
万
１
千
円

○
公
共
下
水
道
施
設
補
修
工

事
費（
宮
崎
地
区
）

○
町
債
繰
上
・
借
換
償
還
元

金○
平
成
20
年
度
越
前
町
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
　

補
正
額９

，３
８
２
万
６
千
円

 

（
予
算
総
額
）　

６
億
１
６
０
万
４
千
円

○
町
債
繰
上
・
借
換
償
還
元

金○
平
成
20
年
度
越
前
町
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
収
益
的
収
支
）　　

　

補
正
額

40
万
円

 

（
総　

額
）　

２
億
４
，１
８
１
万
２
千
円

○
平
成
20
年
度
越
前
町
国
民

健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算

 

（
資
本
的
支
出
）　　

　

補
正
額

７
４
５
万
円

 

（
総　

額
）　

１
億
１
１
７
万
６
千
円

○
小
児
科
移
設
等
改
修
工
事

費○
平
成
20
年
度
朝
日
地
区
簡

易
水
道
統
合
整
備
事
業
萩
野

配
水
池
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て

　

萩
野
配
水
池（
細
野
地
係
）

の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を

承
認

○「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策

に
関
す
る
意
見
書
」
の
発
議

を
可
決
、
当
議
会
は
、
国
会

お
よ
び
政
府
に
対
し
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
案
審
議
結
果

①
報
告
案
件
（
抜
粋
）

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
も
の

◎
総
務
費

◎
民
生
費

②
議　
案　
（
抜
粋
）

◎
衛
生
費

◎
農
林
水
産
業
費

◎
土
木
費

◎
商
工
費

◎
教
育
費

特
別
会
計

事
業
会
計

③
意
見
書
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６月定例会

一 般 質 問

町
の
施
策
を
問
う

　

鋼
材
・
原
油
・
食
糧   

　
な
ど
の
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
が
、
町
の
行
政
施
策

へ
の
影
響
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
町
長

  

現
在
、町
で
は
朝
日
中

学
校
の
新
築
・
移
転
や
鯖
江
・

丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署
の

建
設
と
い
う
大
型
工
事
が
着

工
及
び
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
の
発
注
に
際
し
て

は
県
の
四
半
期
ご
と
の
統
一

価
格
を
も
と
に
設
計
積
算
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
型
鋼

Ｓ
40
Ｄ
の
価
格
は
、
今
年
２

月
に
は
１
ト
ン
当
た
り
８
１
，

６
０
０
円
が
、
６
月
の
価
格

は
１
２
１
，０
０
０
円
と
40
％

強
の
高
騰
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
幸
い
町
の
予
算
編
成
に

お
い
て
は
、
原
材
料
価
格
の

高
騰
も
視
野
に
入
れ
て
設
計

の
積
算
見
積
を
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
町

の
大
型
工
事
は
予
算
の
範
囲

内
で
対
応
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国

で
は
契
約
後
に
建
設
資
材
・

燃
料
等
、
全
体
工
事
の
１
％

を
上
回
る
高
騰
を
し
た
場
合

に
は
、
こ
の
工
事
支
払
に
上

乗
せ
す
る
単
品
ス
ラ
イ
ド
制

を
６
月
か
ら
適
用
す
る
と
発

表
し
て
い
ま
す
の
で
、も
し
、

町
も
単
品
ス
ラ
イ
ド
制
の
導

入
に
な
れ
ば
、
補
正
予
算
で

の
対
応
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

越
前
陶
芸
村
文
化
交

　
流
会
館
は
、
旧
宮
崎
村

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
重
き
を

な
し
、
多
く
の
観
光
客
・
見

学
者
を
集
め
、
そ
し
て
陶
芸

の
関
心
を
高
め
る
の
に
一
翼

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
入

館
者
数
は
平
成
15
年
の
２
９
，

４
２
９
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平

成
18
年
に
は
１
２
，
１
９
５

人
に
減
少
し
て
い
る
。
県
陶

芸
館
が
今
年
８
月
か
ら
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
入
り
、

そ
の
後
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

も
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
町
長

  

県
か
ら
陶
芸
館
・
陶

芸
公
園
・
文
化
交
流
会
館
の

３
点
を
セ
ッ
ト
で
一
括
し
て

公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制

度
で
管
理
運
営
し
た
ら
ど
う

か
と
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
町
と
し
て
も
今
、
行
政

改
革
は
非
常
に
大
事
な
時
期

で
あ
り
、
県
の
意
向
を
踏
ま

え
て
歩
調
を
合
わ
せ
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
村
全
体
の
管
理
に

要
す
る
事
業
費
は
、年
間
７
，

１
５
０
万
円
で
す
が
、
管
理

者
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、

４
，
９
０
０
万
円
程
度
と
な

り
、
大
き
な
節
減
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
今
後
住
民
の

意
向
も
聞
き
な
が
ら
是
非
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
て

行
き
た
い
と
の
考
え
も
持
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
よ
り
後
期
高
齢

　
者
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
の
名
の
も
と
で
発
足
し
た

こ
の
制
度
も
、
そ
の
内
容
が

国
民
に
周
知
さ
れ
る
に
従
い
、

廃
止
や
見
直
し
が
浮
上
し
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、次
の
点
に
つ
い

て
町
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

①　

制
度
の
問
題
点
は
。

②　

町
民
か
ら
の
相
談
・
要

請
・
苦
情
の
実
態
は
。

③　

現
に
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
に

と
っ
て
不
利
益
は
。

　
町
長

  

①
・
高
齢
者
に
は
前

期
も
後
期
も
な
い
の
に
75
歳

以
上
を
後
期
高
齢
者
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ

・
導
入
の
時
期

・
後
期
高
齢
者
診
療
料
、
退

院
調
整
加
算
、
終
末
期
相
談

支
援
料
等
、
高
齢
者
の
方
に

は
冷
た
い
内
容
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
制
度
が
複
雑
で

あ
る
と
こ
ろ
へ
国
の
説
明
責

任
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
お

ら
ず
、
理
解
が
浸
透
さ
れ
て

い
な
い
事
が
問
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
方
向
と

し
て
は
間
違
っ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

②
相
談
で
は
、

・
負
担
額
の
計
算
の
内
容
に

関
し
て
90
件

・
保
険
証
の
未
着
・
再
発
行

に
関
し
て
80
件
あ
り
ま
し
た
。

　

要
請
で
は
、

・
自
己
負
担
割
合
が
今
回
の

制
度
で
は
夫
婦
の
収
入
を
対

象
と
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
が
、

各
個
人
の
収
入
に
応
じ
て
決

め
る
べ
き
と
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

苦
情
で
は
、

・
保
険
証
が
薄
っ
ぺ
ら
い

・
文
字
が
小
さ
く
て
読
み
に

く
い
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

③
現
在
、
医
療
や
介
護
を

受
け
て
い
る
人
に
不
利
益
は

無
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
後

期
高
齢
者
診
療
料
と
か
、
あ

る
い
は
終
末
期
相
談
支
援
料

な
ど
そ
う
し
た
新
設
は
運
用

に
よ
っ
て
は
患
者
さ
ん
に
不

利
益
を
招
く
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

田 中  太 平

鋼
材
な
ど
の
原
材
料
価

格
の
高
騰
に
対
す
る
対

応
に
つ
い
て

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流

会
館
の
運
営
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
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財
政
の
健
全
化
と
は
、

　
歳
出
に
見
合
っ
た
健

全
歳
入
の
手
当
を
言
う
。
返

済
の
見
込
み
の
な
い
借
金
を

し
「
ど
こ
か
に
吸
収
合
併
さ

れ
て
終
り
。」と
は
行
か
な
い
。

そ
の
付
回
し
は
、
こ
こ
に
住

む
住
民
と
そ
の
子
、
孫
の
代

ま
で
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
る
。「
７
年
後
、
13
年
後
に

こ
の
町
を
残
せ
る
か
」
と
質

し
、
先
の
３
月
議
会
で
町
長

か
ら
「
合
併
特
例
期
間
の
過

ぎ
る
26
年
度
を
め
ど
に
財
政

健
全
化
を
図
り
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、

財
政
を
健
全
化
し
て
も
町
が

荒
廃
し
て
は
、
こ
れ
ま
た
問

題
と
も
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

慢
性
的
な
財
政
難
に
取
り
組

む
地
方
自
治
体
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
、
5
月
1
日
よ
り
、

福
井
県
知
事
が
提
唱
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
県
市

町
間
の
独
自
の
対
応
が
競
わ

れ
ま
す
が
、
当
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
町
長

  

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、

不
確
定
要
素
が
強
く
財
源
と

し
て
期
待
を
抱
く
事
に
疑
問

を
感
じ
ま
す
が
、
今
後
の
取

り
組
み
に
対
し
て
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
所
管
の
理
事
か

ら
答
え
ま
す
。

　
総
務
理
事

  

本
町
の
ふ
る
さ
と
寄

附
要
綱
に
基
づ
き
募
集
を
し
、

使
途
に
つ
い
て
は
、
納
税
者

の
意
向
を
確
認
し
て
決
め
ま

す
。
募
集
の
た
め
の
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
補
正
予
算
で
対

応
し
ま
す
。
一
方
、
目
標
金

額
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

時
点
で
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

5
月
29
日
に
議
員
研

 

修
で
訪
れ
た
沖
縄
県

の
離
島
・
久
高
島
留
学
セ
ン

タ
ー
に
は
、６
年
前
ま
で
、海

難
事
故
で
亡
く
な
っ
た
当
町

出
身
の
故
富
田
美
江
子
さ
ん

（
当
時
25
歳
）
が
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。
彼
女
は
全
国
か

ら
不
登
校
の
子
供
が
集
ま
る

こ
の
施
設
で
働
い
て
い
た
が
、

平
成
15
年
10
月
、
9
人
の
子

供
た
ち
と
遊
泳
中
に
突
然
、

大
波
に
襲
わ
れ
、
一
旦
岸
に

た
ど
り
着
い
た
が
、
流
さ
れ

て
い
る
子
供
達
の
元
に
引
き

返
し
、
お
ぼ
れ
か
け
た
子
供

を
励
ま
し
、全
員
、岸
に
泳
ぎ

着
か
せ
た
。し
か
し
、自
ら
は
、

力
つ
き
翌
日
遺
体
で
発
見
さ

れ
た
。
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し

て
3
年
目
の
出
来
事
で
し
た
。

　

坂
本
清
治
留
学
セ
ン
タ
ー

代
表
は
、
心
に
傷
を
負
っ
た

子
供
た
ち
が
、
自
然
に
触
れ

「
生
」
を
実
感
し
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
る
の
は
紛
れ

も
な
い
事
実
だ
が
、
安
全
に

大
自
然
に
接
す
る
事
や
24
時

間
丸
抱
え
で
子
供
を
預
か

る
事
は
、
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
と
施
設
の
存
続
に
苦
悩

し
た
が
、
存
続
を
求
め
る
多

く
の
激
励
の
手
紙
や
島
の
人
、

何
よ
り
も
愛
娘
を
失
っ
た
両

親
と
家
族
か
ら
は
「
応
援
し

ま
す
」
と
の
申
し
出
が
あ
っ

た
。

　
「
子
供
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
癒
す
仕
事
。
学
校

に
行
け
な
い
、
い
じ
め
ら
れ

て
い
る
。
自
分
の
殻
に
閉
じ

こ
も
る
。
や
さ
し
く
接
し
て

も
反
抗
し
て
切
れ
る
。
そ
ん

な
現
代
の
子
供
た
ち
の
も
つ

れ
た
心
を
、
沖
縄
の
大
自
然

の
中
で
ほ
ぐ
し
て
い
く
仕
事
。

そ
れ
は
決
し
て
た
や
す
い
仕

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
、

私
た
ち
に
、
坂
本
代
表
は
静

か
に
、
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
。

　

そ
の
時
、
私
は
「
野
焼
き

の
雉き

ぎ

子す

夜
の
鶴
」
の
こ
と
わ

ざ
が
ダ
ブ
リ
ま
し
た
。
美
江

子
さ
ん
は
生
前
「
ふ
る
さ
と

の
人
々
に
島
の
存
在
を
知
ら

せ
、
い
つ
の
日
か
故
郷
に
も

学
校
に
行
け
な
い
子
が
集
ま

る
場
を
作
り
た
い
。」
そ
ん

な
願
い
を
地
元
新
聞
社
へ
の

手
紙
に
綴
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

合
併
後
、
当
町
の
多
く
の
施

設
の
再
活
用
を
検
討
中
で
す

が
、
一
人
の
若
者
の
夢
を
考

慮
し
た
利
用
方
法
を
検
討
出

来
な
い
か
を
伺
い
た
い
。

　
町
長

  

現
在
、
町
内
に
は
空

き
施
設
が
８
箇
所
あ
り
、
そ

の
再
利
用
法
は
考
慮
中
で
す
。

織
田
地
区
の
「
朋ほ

う

楽ら
く

の
里さ

と

」

や
「
悠ゆ

う

久き
ゅ
うロ
マ
ン
の
杜も

り

」、
越

前
海
岸
な
ど
は
適
地
で
す
が

教
育
と
い
う
専
門
的
な
分
野

で
、
そ
の
取
り
組
み
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
行
財
政
改
革
を
検

討
中
で
あ
り
、
現
段
階
で
は

新
規
事
業
の
参
入
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
２
０
０
人
の
久

 

高
島
の
小
中
学
校
は
、

一
旦
廃
校
が
決
定
し
て
い
た

が
、
留
学
セ
ン
タ
ー
受
け
入

れ
と
関
係
者
の
働
き
で
、
現

在
９
億
円
の
予
算
で
建
設
中

で
あ
る
。

　

ま
た
人
の
つ
な
が
り
は

思
わ
ぬ
結
果
を
生
む
。
７
月

19
日
に
開
催
さ
れ
る
涼
風
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
故
富
田
美
江

子
さ
ん
の
縁
で
、
お
お
た
か

静し
ず

流る

さ
ん
が
無
料
出
演
す
る
。

最
小
限
の
予
算
で
町
を
活
性

化
さ
せ
る
為
に
は
、
町
の
取

り
組
む
姿
勢
が
問
わ
れ
る
で

は
な
い
か
。

　
町
長

  

山
村
留
学
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
消
極
的

な
気
持
ち
で
、
特
に
町
の
活

性
化
の
た
め
に
取
り
組
む
と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北 野  正 勝

財
政
健
全
化
の
為
の

財
源
確
保
を
図
れ
！

町
の
空
施
設
を
活
す

● ふるさと納税 ●
　個人住民税の一部を生まれ育ったふるさ
との県や市町村に寄付すると、住民税など
が軽減される制度。2008年４月30日の地方
税法改正により、従来の寄付金控除税制を
拡充する形で導入された。

● 野焼きの雉子夜の鶴 ●
　巣を営んでいる野を焼かれると、キジは
危険を顧みずひな鳥を救う為に巣に戻ると
いう。
　ツルもひなのいる親鳥は、霜の降る寒い
夜、自分の翼で子供を覆って暖めるという。
キジやツルを代表的な例として子への思い
の深さをあらわした実話。『岩波ことわざ
辞典』

● おおたか静
しず

流
る

 ●
　ＮＨＫ教育テレビ『にほんごであそぼう』
では音楽製作と歌唱で活躍。
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織
田
病
院
で
の

人
工
透
析
に
つ
い
て

𠮷 村  春 男

　

現
在
、
町
内
で
人
口

　
透
析
の
治
療
を
行
っ

て
い
る
方
は
、
42
名
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
々
は
、

週
に
２
回
な
い
し
３
回
、
福

井
市
や
越
前
市
な
ど
町
外
の

医
療
機
関
に
通
院
し
て
い

る
。
患
者
本
人
は
も
と
よ
り
、

そ
の
家
族
の
負
担
が
大
き
く
、

出
来
れ
ば
織
田
病
院
で
の
治

療
を
願
う
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
町

長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　
町
長

  

人
口
透
析
の
治
療
は
、

１
回
に
３
時
間
か
ら
６
時
間

程
度
の
時
間
を
要
し
、
本
人

も
含
め
て
家
族
の
負
担
は
大

変
大
き
い
も
の
で
あ
る
事
は

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
織
田
病
院
の

施
設
整
備
に
関
す
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
は
診
療
科

の
増
設
、
あ
る
い
は
病
床
数

の
増
床
、
人
工
透
析
室
の
新

設
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

今
年
３
月
に
行
わ
れ
た
第

５
次
福
井
県
保
健
医
療
計
画

で
は
、
丹
南
２
次
医
療
圏
の

病
床
数
が
過
剰
と
の
判
定
が

あ
り
、
逆
に
ベ
ッ
ド
数
が
削

減
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
三
再
四
、
県
の
方
に
織

田
病
院
の
増
床
を
要
望
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

非
常
に
残
念
で
す
が
、
現

在
の
織
田
病
院
の
中
に
、
人

工
透
析
室
を
設
け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
病
院
の
医
療
環
境
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

県
内
の
公
立
病
院
で
は
相
当

の
赤
字
が
累
積
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
多
く
、
さ
ら
に
、
医

師
や
看
護
師
の
確
保
も
非
常

に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
織
田
病
院
と
し

て
は
、
今
後
、
自
己
完
結
型

の
病
院
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
公
立
丹
南
病
院
や
他
の

市
町
の
病
院
と
の
連
携
に
よ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
る

中
で
医
療
機
能
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

人
口
透
析
患
者
は
、

　
本
当
に
困
っ
て
い
る
。

町
長
は
、
住
み
良
い
町
、
住

ん
で
み
た
く
な
る
町
を
掲
げ

て
い
る
が
、
再
度
答
弁
を
求

め
た
い
。

　
町
長

  

気
持
ち
と
し
て
は
、

透
析
患
者
の
方
々
の
利
便
性

や
負
担
軽
減
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
織
田
病
院
の
面
積
で

は
、
技
術
的
に
も
物
理
的
に

も
透
析
室
を
設
け
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
と
も
知
事
を
は
じ

め
県
当
局
に
対
し
て
織
田
病

院
の
増
床
を
積
極
的
に
要
望

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

　
は
、
越
前
海
岸
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
越
前
岬

と
灯
台
そ
し
て
自
然
景
観
が

マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
観
光
産
業
と
地
場
産
業

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
よ
う

と
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
で

あ
る
。
現
在
、
こ
の
水
仙
ラ

ン
ド
が
閉
園
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
が
、
施
設
建
設
の

原
点
に
戻
り
再
考
す
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
所
見
を
伺

い
た
い
。

　
町
長

  

現
在
、
水
仙
ラ
ン
ド

は
閉
園
し
て
は
お
り
ま
せ

ん
。開
園
し
て
い
ま
す
。た
だ
、

６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
５
ヶ

月
間
は
、
人
件
費
の
節
減
を

図
る
た
め
、
清
掃
協
力
金
も

徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
文

学
資
料
館
は
閉
館
し
て
い
ま

す
。
ナ
ル
シ
ス
の
館
は
開
館

し
て
い
ま
す
。

　

水
仙
ラ
ン
ド
は
、
非
常
に

自
然
景
観
も
よ
く
、
一
面
に

広
が
る
水
仙
畑
に
は
癒
し
効

果
も
あ
り
ま
す
。
観
光
施
設

と
し
て
は
、
一
級
の
も
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
水
仙
ラ
ン
ド
改

善
会
議
を
立
ち
上
げ
、
改
善

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
通
年
型
の

水
仙
ラ
ン
ド
を
目
指
し
、
越

前
水
仙
以
外
に
も
多
種
類
の

水
仙
を
植
栽
し
、
年
間
を
通

し
て
子
供
さ
ん
を
含
め
た
家

族
連
れ
や
若
い
人
た
ち
を
集

客
出
来
る
、
公
園
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
数
年
か
け
て
水
仙
ラ

ン
ド
を
再
整
備
し
、
観
光
の

目
玉
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
施
設
の
機
能
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

水
仙
ラ
ン
ド
は
閉
園

　
で
は
な
い
と
い
う
が
、

実
質
的
に
は
閉
園
で
あ
る
。

今
後
、
水
仙
ラ
ン
ド
の
整
備

目
的
の
再
認
識
や
施
設
の
有

効
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
国
道

で
結
ぶ
町
内
観
光
施
設
の

ル
ー
ト
化
も
踏
ま
え
、
水
仙

ラ
ン
ド
の
拠
点
化
策
を
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
町
長

  

水
仙
ラ
ン
ド
で
は
、

文
学
資
料
館
の
み
が
閉
館
し

て
い
る
だ
け
で
、
他
の
施
設

は
開
館
し
て
お
り
、
水
仙
ラ

ン
ド
全
体
と
し
て
は
閉
園
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

良
い
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、

汗
を
か
き
知
恵
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
町
全
体
の
観
光
に
つ

い
て
も
、
一
度
に
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
目
玉
と
な
る
よ
う

な
観
光
資
源
の
整
備
に
つ
い

て
、
関
係
す
る
方
々
と
時
間

を
か
け
て
議
論
し
、
是
非
と

も
観
光
の
振
興
に
結
び
つ
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
の

閉
園
に
つ
い
て
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住
宅
用
火
災
警
報
器

　
は
、
平
成
16
年
の
消
防

法
改
正
に
よ
り
、
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
新
築
住
宅
に

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
既

存
住
宅
に
も
平
成
23
年
５
月

末
ま
で
に
設
置
が
義
務
化
さ

れ
る
。

　

県
内
の
あ
る
町
で
は
、
昨

年
４
月
に
一
世
帯
当
た
り
、

購
入
額
の
３
分
の
１
以
内
、

上
限
２
千
円
と
す
る
町
単
独

の
助
成
事
業
を
導
入
し
た
。

　

消
防
団
員
の
方
が
、
全
世

帯
を
訪
問
し
て
指
導
を
行
っ

た
結
果
、
設
置
率
が
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
約
70
％
に

も
達
し
、
火
災
の
早
期
発
見

が
大
い
に
期
待
出
来
る
。

　

ま
た
、
県
内
の
あ
る
消
防

本
部
で
は
、
モ
デ
ル
事
業
所

を
指
定
し
て
、
社
員
に
警
報

器
の
設
置
を
呼
び
か
け
、
設

置
率
25
％
以
上
を
目
指
し
て

い
る
。
今
後
は
、
学
校
、
公
民

館
で
も
モ
デ
ル
地
区
を
指
定

し
て
、
地
域
を
挙
げ
て
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
聞
く
。

　

現
在
、
本
町
の
普
及
率
は

何
％
か
。
合
わ
せ
て
今
後
の

率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
町
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　
町
長

  

住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
鯖
江
丹
生
消
防
組
合
の

調
査
に
よ
る
と
、
75
％
の
人

が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
の
火
災
警
報
器

の
普
及
率
は
、
一
般
家
庭
で

20
％
で
、
県
平
均
の
25
％
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
住
宅

に
つ
い
て
は
、
防
火
協
会
を

通
じ
て
、
５
０
３
戸
の
う
ち

１
３
９
戸
の
住
宅
に
対
し
て
、

町
か
ら
現
物
給
付
を
し
て
い

ま
す
の
で
普
及
率
は
28
％
で

す
。

　

価
格
は
、
１
個
が
３
～

４
千
円
で
、
２
階
建
て
の
一

戸
住
宅
で
は
寝
室
、階
段
、廊

下
な
ど
３
～
４
個
の
取
り
付

け
が
必
要
と
な
り
、
１
万
～

１
万
５
千
円
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
特
に
高
額
で
な
い
こ

と
や
、
自
分
の
安
全
は
自
分

で
守
る
の
が
基
本
的
原
則
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

補
助
金
の
支
援
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
後
、
モ
デ
ル
事
業
所
を

指
定
し
、
従
業
員
の
方
を
対

象
に
普
及
啓
発
を
行
な
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
消
防
団
の

皆
さ
ん
や
役
場
職
員
の
方
に

も
是
非
協
力
を
依
頼
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
住
宅
に
つ
い

て
も
、
平
成
21
年
度
か
ら
２

カ
年
間
で
警
報
器
を
設
置
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　

平
成
18
年
度
末
の
全

　
国
の
幼
稚
園
、小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
、
特
別
支
援

校
な
ど
５
万
３
千
校
の
調
査

に
よ
る
と
、
侵
入
者
等
監
視

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
学
校

は
、全
体
の
65
・
９
％
で
、平

成
15
年
度
に
比
べ
20
・
５
％

上
昇
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
通
報
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
て
い
る
学
校
は
、

全
体
の
87
・
４
％
で
、
３
年

間
で
20
％
増
加
し
て
い
る
。

　

本
町
の
小
学
校
・
中
学
校
・

保
育
所
、
児
童
館
で
は
ど
の

よ
う
に
安
全
を
確
保
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
現
在
建
設

中
で
あ
る
朝
日
中
学
校
の
防

犯
体
制
は
、
全
国
的
に
モ
デ

ル
と
な
る
最
新
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
希
望
す
る
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　
町
長

  

大
阪
府
の
池
田
小
学

校
で
起
き
た
無
差
別
殺
傷
事

件
以
来
、
全
国
的
に
学
校
や

保
育
園
等
へ
の
部
外
者
の
立

ち
入
り
が
厳
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

町
内
に
あ
る
13
の
小
学
校

と
中
学
校
の
全
て
に
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
や
緊
急
通
報
装

置
を
設
置
し
て
お
り
、
宮
崎

中
学
校
と
朝
日
小
学
校
、
保

育
所
に
も
２
カ
所
、
防
犯
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
報
セ
ン
サ
ー
の
設
置
は
、

保
育
園
で
３
カ
所
、
児
童
館

で
も
３
カ
所
、
警
報
通
報
シ

ス
テ
ム
は
、
６
カ
所
の
児
童

館
の
う
ち
５
カ
所
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

通
報
装
置
は
、
す
べ
て
の

小
学
校
・
中
学
校
と
14
あ
る

保
育
所
の
内
、
13
の
保
育
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
は
、
保
育

所
で
は
８
カ
所
、
催
涙
ス
プ

レ
ー
は
、小
中
学
校
に
89
個
、

サ
ス
マ
タ
は
15
個
、
防
具
盾

は
６
個
、
警
棒
は
６
カ
所
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様

に
保
育
所
に
も
11
カ
所
で
サ

ス
マ
タ
や
催
涙
ス
プ
レ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
の
ほ
か
、
小
学
校
の
新

入
児
童
全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー

を
配
付
し
、
施
設
管
理
は
、

す
べ
て
の
小
学
校
・
中
学
校

を
警
備
保
障
会
社
に
委
託
し

て
お
り
、年
に
一
、二
回
程
度

防
犯
訓
練
や
火
災
訓
練
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校

の
登
下
校
時
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
会
な

ど
の
方
に
お
願
い
を
し
て
、

２
千
名
程
度
で
見
守
り
活
動

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
が
３
０
１
カ
所
あ
り
、

緊
急
時
の
避
難
場
所
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

朝
日
中
学
校
は
、
県

　
内
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ

う
な
防
犯
体
制
に
し
て
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
教
職
員
に
Ｐ
Ｈ
Ｓ

（
管
内
の
携
帯
電
話
）を
配
付

す
れ
ば
、
万
が
一
の
時
に
有

効
的
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　
町
長

　

朝
日
中
学
校
は
、
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
や
警
報
装
置
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
学

校
周
辺
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
む

予
定
で
す
。　
　
　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
は
、
是
非
実
現
の
方

向
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

子
供
の
安
全
の
た
め
の

監
視
シ
ス
テ
ム
は
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
向
上
の
取
り
組
み
は
？
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平
成
20
年
5
月
27
日
～
30
日
、
議
員
23
名
・
町
長
の
総
勢
26
名
で
、
沖
縄
県
石

垣
市
役
所
と
沖
縄
県
南
城
市「
た
ま
ぐ
す
く
花
野
果
村
」、
久
高
島
留
学
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
て
、越
前
町
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度　

議  

員  

研  

修

石垣市役所
　石垣市役所を訪れ、「観光振興と環境保全対策に対する
取り組み」について研修を実施しました。
　石垣市は、観光客や定住人口が現在も増え続けており、
参加した議員は、越前町での実施効果を探りながら、細部
に渡り熱心に質問を行い、本町の観光産業に反映させて行
きたいと決意を新たにしました。

農業生産法人
「たまぐすく花野果村」

　平成14年９月28日に、農産物直売所と
して沖縄県南城市にオープンした施設で、
１,100坪ある敷地内には、直売所のほかト
ロピカルカフェ、農産物加工場があり、農
業体験の受け入れなども行っています。
　生産農家に、有機無農薬や減農薬での生
産を呼びかけ、「新鮮・安全・お手頃な価格
の農産物」の生産・販売に努め、地域の活
性化に寄与していました。

久高島留学センター
　久高島留学センターは、沖縄本島
知念岬の東海上に浮かぶ、周囲８キ
ロメートルの細長い島で山村留学を
実施している施設でした。
　現在、小・中学校生17名（小学６
年生・中学生）が、年間を通して生活
を共にし、地元の久高小・中学校に
通学しています。　
　現代社会が失いかけている大切な
ものを、子どもたちの学びの場とし
て８年前に建設されたものでした。

石垣島

沖縄県



編

集

後

記

99

また来年も来ておっけのー！
　

5
月
24
日
～
26
日
、
第
28
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
が
越
前
陶
芸

村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
連
日
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
天
候
で
し
た
が
、
陶
器
を
買
い
求
め
る
常
連
さ
ん
や
茶
道
の

愛
好
家
な
ど
約
10
万
人
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
陶
芸
館
な
ど
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後

多
く
の
観
光
客
の
入
り
込
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町民に信頼され
存在感のある議会を学ぶ

　

７
月
4
日
福
井
県
自
治
会
館
で
、
北

海
道
栗
山
町
議
会
の
議
長
橋
場
利
勝

氏
を
講
師
に
招
き
、「
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
地
方
議
会
の
再
構
築
を
」
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

栗
山
町
は
、
議
会
改
革
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
平
成
18
年
5
月
に
全
国
で

初
め
て
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

橋
場
議
長
は
、「
地
方
分
権
の
時
代
は

議
会
の
重
要
性
が
高
ま
る
の
で
、
住
民

目
線
に
立
っ
た
活
動
が
必
要
で
あ
る
」

と
強
調
し
た
。
真
に
「
町
民
に
開
か
れ

た
議
会
づ
く
り
」の
研
修
会
で
し
た
。

福
井
県
町
議
会
議
員

研

修

会

　

７
月
３
日
と
22
日
、
羽
後

町
議
会
（
秋
田
県
）
と
西
多
摩

郡
議
長
会
（
東
京
都
）
の
方
が
、

越
前
町
に
行
政
視
察
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

本
町
の「
議
会
運
営
」や「
農

業
振
興
施
策
」の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、熱
心
に
研
修
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
井
上
議
長
と
議

会
活
動
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

越前町議会を視察
羽後町議会・西多摩郡町村議長会

越前町議会だより
Vol.13

₈

「
暑
い
、
暑
い
」
が
あ
い
さ

つ
代
わ
り
の
毎
日
。

涼
を
求
め
て
「
越
前
夏
ま

つ
り
」へ
。

「
ド
ー
ン
、
パ
チ
パ
チ
」
夜

空
に
は
大
き
な
光
の
華
。

も
の
す
ご
い
音
が
海
の
方

か
ら
山
に
向
か
い
、
そ
の
跳

ね
返
り
が
自
分
の
体
に
伝

わ
っ
て
く
る
。

「
す
ご
い
」
と
感
じ
た
ら
、

周
り
か
ら
歓
声
が
沸
き
起
こ

る
。し

ば
し
暑
さ
を
忘
れ
ま
し

た
。こ

の
季
節
、
町
内
の
各
地

区
で
は
夏
祭
り
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」「
Ｏ
・

Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
」な
ど
は

こ
れ
か
ら
。

皆
さ
ん
も
家
族
揃
っ
て
、

越
前
の
夏
を
満
喫
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
上
杉
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

吉
村　

春
男

　

副
委
員
長　

青
柳　

良
彦

堀　
　

弘
忠

北
瀬　

良
春

安
井　

賢
二

上
杉　
　

力

北
野　

正
勝

武
藤　

吉
明

第28回越前陶芸まつり（宮崎地区）

県内８町から議員140人が参加

視察に訪れた羽後町議員 (秋田県）


